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エーオンヒューイットジャパン、              

グローバル企業のための給与・人事制度調査実施、参加企業募集       

給与と福利厚生に関する400以上のベンチマーク用意、         

海外現地社員の人件費最適化、社員がやる気を出せる制度へ活用 
 
組織人事コンサルティングのグローバルリーディングカンパニーであるエーオンヒューイットの日本

法人としてグローバル人材育成、グローバル人事コンサルティング等のサービスを展開するエーオン

ヒューイットジャパン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：堀江徹、以下、エーオン

ヒューイットジャパン）は、2011 年の給与・人事制度調査(Total Compensation Measurement™)を実

施します。 
 
給与・人事制度調査(Total Compensation Measurement™)は、全世界の企業を対象に毎年実施してい

る調査で、昨年の参加企業数は全世界で約 7,000 社。今回はそれ以上の参加社数を目指します。本調

査は、日本企業が海外現地社員の給与・人事制度水準が妥当かどうかを確認する、あるいは適正化し

たい場合に役立ちます。 

 

本調査は、世界各国から参加企業を募集し、質問票によって集めた内容を 400 以上（世界では約 5,000）

のベンチマーク・ポジションの給与ならびに福利厚生に関する統計データとしてまとめたものです。

調査結果は、参加企業にのみ提供し、カスタマイズ機能がついたオンラインツールを使って、世界中

の給与データや報酬比較など必要な情報を取り出すことが出来ます。 

 

これまで寄せられた現場からの声としては、「社員の給与を業界他社と比較し、妥当な水準にしてお

きたい」「社員が納得し、やる気を出せる給与・人事制度にしたい」「中途採用の際に業界水準を勘

案しつつ、報酬を決めたい」「人件費を最適化したい」などがあります。本調査の結果はこうした課

題解決に役立てることができます。 

 

エーオンヒューイットジャパン、グローバル戦略コンサルティング部門のディレクター塩尻出穂は次

のように述べています。「日系企業におけるグローバル人材確保の動きはここ数年活発になってきて

います。3 月の震災により、リスク分散の戦略からするとさらに海外進出・グローバル人材確保は急

務になるでしょう。その際には、日本的感覚だけで給与や人事制度をきめるのではなく、グローバル

企業他社とも比較しながら人事戦略を立てるべきです。海外拠点で優秀な現地社員を雇用するために

は、納得感のある給与・人事制度が必要だからです。私どもは、本調査を実施するだけでなく、調査

結果によって明らかになった課題を洗い出し、日系企業のグローバル人事戦略についてきめ細かいコ

ンサルティングサービスを行いたいと思います。」 
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＜給与・人事制度調査(Total Compensation Measurement™)概要＞ 

〇参加企業募集締め切り： 2011 年 6 月 30 日まで 

〇調査結果発表：  2011 年 10 月中旬 

〇調査内容：①給与について 

固定報酬（基本給、諸手当、定期賞与）、 

総報酬（固定報酬、業績変動賞与） 

長期インセンティブ（ストック・オプション、譲渡制限付株式等） 

②人事制度 

人事制度関係（給与制度、人事考課制度、インセンティブ・プログラム） 

労務関係（労働時間・休日・休暇、休暇制度等） 

福利厚生関係（退職給付制度、死亡給付制度、短期障害保障制度等） 

〇参加費用：20 万円から（カスタマイズによって追加料金発生）、早期割引、紹介割引あり 

＊別途昇給率調査も同時に実施。参加費用は無料 

〇参加申し込みおよび問い合わせ先： 

      TEL: 03-4580-2360   FAX: 03-4580-2380 E-Mail: infotokyo@aonhewitt.com 
 

 
【エーオンヒューイットジャパンについて】 
組織人事コンサルティングの分野におけるグローバルリーディングカンパニーのエーオンヒューイッ

トは、クライアント企業のパートナーとして、福利厚生や人材管理に関連して組織が直面する、複雑

な財務上の課題解決と業績向上をお手伝いします。エーオンヒューイットが提供するサービスは、人

事管理、退職金・年金、投資管理、保険・福利厚生、報酬等、人材管理に関わる幅広い領域をカバー

しており、クライアント企業に最適な提案、設計、導入、運用等を行います。エーオンヒューイット

の組織は世界90カ国/地域に展開し、29,000名のプロフェッショナルを抱えています。エーオンヒュー

イットのサービスはクライアント企業とその従業員に対してより働きやすい職場と環境の提供を実現

するものです。エーオンヒューイットジャパンは、旧エーオンコンサルティングジャパンと旧ヒュー

イット・アソシエイツの事業統合により2010年10月に日本で営業を開始しました。 
 
<エーオンヒューイットジャパンに関する詳細> 
Webサイト  http://www.aon.com/japan -> エーオンヒューイットジャパン 
Twitter アカウント   @AonHewittJP 
 
＜報道関係者お問い合わせ先＞ 
エーオンヒューイットジャパン広報代理  有限会社シン 石川 
TEL: 03-5315-7534 / 090-5308-8849 FAX: 03-5315-7535 E-mail: press@777.nifty.jp 
 
エーオンヒューイットジャパン株式会社 広報 臼井 
TEL: 03-3237-4319 FAX: 03-23239-1655 E-mail: info.acj@aonhewitt.com 
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